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延べ9,208人受講
延べ260回開催

(人)

認知症の正しい理解の普及と啓発について

1
○キャラバンメイト養成（H19年～）：114人（非活動者含む）
養成講座の実施、認知症カフェのボランティア等

認知症サポーター養成講座（H21 ）
資料３



市内の店舗等に認知症サポーター養成講座を実施。
市商工会議所等にも受講を依頼。
受講した店舗等には、「認知症の人にやさしいお
店」ステッカーを配付、店舗に貼付していただいて
いる。
受講店舗：平成31年3月末時点で37店舗

（ステッカー貼付確認13店舗）

2

サポーター養成講座の積極的展開

【店舗向け】
【小中学校向け】
新オレンジプランの項目である「学校教育等に

おける認知症の人を含む高齢者への理解の推進」
を受け、小中学校向けに展開

H28 30年度
小学校14校（延べ1,486人）
中学校 2校（延べ451人）

【市職員向け】
市職員全員受講を目指し、平成28年度から開催。

令和元年度中に全階層に向けての研修が修了。
H28 30年度 344人受講



「広報いこまち」による啓発（H31.3.15号）

3

認知症に関する市民フォーラム 老い支度講座 

人生100年時代、どのような時間の使い方をして、
どのような人生の閉じ方をするか。「認知症」とい
うキーワードを通して、尊厳死やリビングウィル、
アドバンス・ケア・プランニングといった考え方を
学ぶ内容の講座。受講者やそのご家族の人生を見つ
め直す機会とすることを目的として開催。

令和元年7月26日(金)開催
参加者：212人

啓発うちわ・ティッシュの作成

10月11日(金)夕方
生駒駅で街頭啓発
実施予定（ティッシュ配り）



北海道から沖縄県までを「たす
き」をつないでいくイベントで、認
知症の普及啓発を行っています。
毎年、介護関係者、地域包括支援

センター、市職員、当事者及び家族
もランナーとして走り、一般の方に
も多数応援いただいています。

4

H28の様子（小学生のブラスバンドも参加） H29の様子（雨の中）

ラン伴イベント（10/27(日)15:00~17:00開催予定）

H30の様子

市役所ロビーに当日のみの
ミニカフェをOPEN

※H26年度から5年連続参加
H27 H29・R1：ゴール
H30 ：スタート


